











































【日時】2019 年 2 月 9 日（土）9 時半～11 時半　
（映画終了後，懇談会）
【参加者】保育教育関係者，社会教育団体関係

















































































































































































　現在，2019 年 4 月より社会福祉法人相模和泉
福祉会.和泉保育園園長，和泉短期大学非常勤講
師，相模原市子ども・子育て会議会長。
著書：『保育者論』（共著）『保育内容総論』（共著）
『持続可能な社会をつくる日本の保育』（共著）。
日本保育学会，日本乳幼児教育学会，日本キリ
スト教教育学会，OMEP日本委員会，で活動中。
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　後援依頼先　　　　流山市
　参加者内訳は以下の通りであった。
10 代……1 名
20 代……4 名
30 代……1 名
40 代……5 名
50 代……3 名
60 代……2 名
　今回の公開講座について知ったのは，という
問いかけに対しては，流山市や大学のHPや広
報，園長や知人からの紹介が多かった。やはり
情報発信にはデジタルとアナログの双方が必要
である。
　アンケート自由記述欄に書かれた感想は以下
である。
・身近な自然環境を生かしたり，地域の方との
かかわりをとおして次世代へ伝えていくこと
の大切さを改めて感じました。子育てにかか
わる大人の楽しさやおもしろさを保育士達に
伝えていきたい。
・子育て支援センターで勤務しています。子ど
もの感性がわかる大人でありたいと強く思い
ました。
・子どもを教育する一人の保育者として，今後
の日本を考えることはとても大切だと思いま
した。私自身，もう一度，子どもと社会と向
き合います。
・今回の講座では，知らなかったことが多く，
いろいろな話をして学ぶことができました。
・具体的で，.世界的な潮流のお話など，.保育に
かかわる，.非常に有意義な時間を過ごしました。
・ESDに関する内容について，学びました。現
代の環境が維持できるのか，また持続のため
にはどのようなことが必要か，と，考え，知
ることができました。
・現場にいて，毎日追われている自分を反省す
る，ふり返る時間になりました。もっと広い
視野で保育を考えていかないといけないこと
を実感しました。
　なお，公開講座参加者の松浦愛美さん.（和光
大学大学院・元福岡こども園指導教諭）.の参加記
が後日届いたので，.ここに掲載させていただく。
……………………以下，記……………………
　講演題から，「持続可能な」という言葉に環境
資源のイメージがありましたが，片山知子先生
の講演を聞いて子どもたちをとりまく環境とし
ての社会的・経済的な側面を総合的にとらえな
がら考える視点の必要性を改めて感じました。
片山先生は，保育に関する国際的な潮流の内容
にも触れながら，日本が大切にしてきた伝統文
化や四季などを含めた自然環境，また地域の資
源を保育カリキュラムに取り入れていくことの
意義についてもお話してくださいました。
　スライド写真では，日本最古の園舎・幼稚園
の様子や東日本大震災で震災した園についても
紹介があり，古くから日本で大切にされてきた
保育のあり方や，震災で日常を奪われた子ども
たちをはじめ地域の復興に向けての取り組みに
ついて，映像を通して深く考える機会となりま
した。講演会の出席者は，保育を学ぶ学生や保
育現場の職員や管理職，子育て支援サービス職
員などで，質疑応答では保育者の働きやすい職
場環境や社会情動的スキル・評価基準における
今日的な課題，保護者対応についてさらに片山
先生からお話を聞くことができました。充実し
た学び合いと交流の機会に感謝いたします。
…………………………以上………………………
　フォーラムよりも小規模の公開講座ならでは
の，濃密な話し合いができたと総括評価する。
参加者の満足度も高かったことから，テーマの
設定についても，よかったと考えられる。
　ただ，大学教室を使用しているため，公開講
座中にチャイムが鳴ってしまったことについて
は，参加者から「切れないのか」という声があっ
たので，今後の課題としたい。
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